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１．概要（Summary） 

直径 10µm 以下の細胞を高精度に操作し，さらにその

挙動を解析するための技術が研究されている．本研究課

題では細胞 1 個のみを精密に操作するための，シリコー

ン樹脂製マイクロ流路デバイスの設計開発を実施する． 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マスクレス露光装置，電子ビーム露光データ加工ソフトウ

ェア 
【実験方法】 

対象となる細胞のサイズは 3-20µm であり，細胞を流す

ための流路幅の加工精度を高くすることが重要な課題で

ある．そこで，電子ビーム露光データ加工ソフトウェアを用

いて最小線幅 3µm から 20 µm まで 1µm ピッチで CAD
データを製作し，さらにマスクレス露光装置に高精度描画

用レジスト AZP に対して 45mJ/cm2 の照射量を与えた．

その後，リソグラフィ技術と成型加工技術を組み合わせる

ことで，最終的にシリコーン樹脂製マイクロ流路デバイス

の製作を行った． 
さらに，実際に製作したシリコーン樹脂製マイクロ流デ

バイスを用いて，細胞の操作実験を行った．今回は植物

の根を対象にした，根の単離および流路内侵入の実験を

実施した． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
マスクレス露光装置による露光および現像後は精度よ

く流路幅が転写できていることが確認できた．一方，シリコ

ーン樹脂まで転写した場合，流路の一部において転写で

きていない状態も確認できた．ただし，全体的に 8 割以上

は転写できており，その後の細胞操作実験には影響しな

いと考えている(Fig.1)． 

今回用いた植物は，モデル生物として広く研究されて

いるシロイヌナズナを用いて実験を行った．流路内に培地

を満たし，種の状態から2週間後において問題なく成長で

きていることが確認できた(Fig. 2)．さらに流路内に根が伸

長していることも確認できた．今後は，根の誘引物質等を

添加し細胞との相互作用観察を実施したい． 

 
Fig.1 Microscope view of 5µm micro channel array 

 

Fig.2 Schematic diagram of microchannel device 
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